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本成果報告の内容は、青森県から（公財）環境科学技術研究所が受託

している「排出放射性物質影響調査」及び（公財）日本海洋科学振興財

団が受託している「六ヶ所村沖合海洋放射能等調査」により得られた成

果の一部です。 

本研究は青森県からの受託事業により得られた成果を利用しており、

データの帰属は青森県にあります。データの使用を希望する方はご連絡

願います。 
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公益財団法人日本海洋科学振興財団
中山 智治

下北東⽅海域の物質を運ぶ流れ

１

本日のお話

１．日本海洋科学振興財団について

２．日本周辺・⻘森県周辺の海流

３．津軽暖流の断⾯観測

４．六ヶ所沖係留式ブイによる観測

２- 14 -



公益財団法人

日本海洋科学振興財団は、故 日高孝次先生(初代の東京⼤学海洋研究所⻑)により
昭和46年(1971)に設⽴された日高海洋科学振興財団を前進として、平成7年10月

(1995)に設⽴された財団です。

日本海洋科学振興財団 について

主な事業等
・「日本海洋学会日高論⽂賞」の副賞授与
・若⼿研究者への海外渡航費の援助
・海洋に関する調査研究

六ヶ所村沖合海洋放射能等調査
（⻘森県からの受託事業）

・「むつ科学技術館」の管理運営、イベント等開催
（日本原⼦⼒研究開発機構からの受託事業）

財団の目的
・海洋科学及び技術研究の振興を図ること
・海洋科学及び技術に関する調査研究等を⾏うこと
・我が国の海洋に関わる科学技術の発展に寄与すること
・・・・・・・

日本海洋科学振興財団HP
http://jmsfmml.or.jp

財団の詳細はこちら

をご覧ください

財団の所在地 3

時間とともに流れ

が変化

表層流速←遅い
速い→

排出された放射性物質の

移動と拡散状況を計算

魚や海藻へ移行する放

射性物質濃度を計算
海の流れを計算

海水

餌

海水

放射性物質濃度

低 高

六ヶ所村沖合海洋放射能等調査
⼤型再処理施設の操業によって排出される放射性物質の海洋への影響に

ついて科学的な理解を深めるために、六ヶ所村沖合地域に特有な現象を含
めた海洋情報の収集、排出放射性物質の移⾏シミュレーションの開発を⾏い、
これらの科学的な知⾒を基にした排出放射性物質影響評価を⾏う。

※詳しくはWebサイト 「排出放射性物質影響調査（http://www.aomori-hb.jp）」
の 「排出放射性物質による環境影響に関する調査 (海域部分)」 をご覧ください。

※詳しくはWebサイト 「排出放射性物質影響調査（http://www.aomori-hb.jp）」
の 「排出放射性物質による環境影響に関する調査 (海域部分)」 をご覧ください。

海域に排出された放射性物質のシミュレーション海域に排出された放射性物質のシミュレーション
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観測と試料分析

・海の流れの観測
・水温・塩分の観測（水塊の分布や成層の状況など）
・採水試料の放射性核種等の分析（現在の主な対象は 3H と 129I  ）

【観測・分析内容】

係留式ブイによる観測 定期船による観測調査船による観測

5

本日のお話

１．日本海洋科学振興財団について

２．日本周辺・⻘森県周辺の海流

３．津軽暖流の断⾯観測

４．六ヶ所沖係留式ブイによる観測
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日本周辺

対⾺暖流

⿊潮

⿊潮続流

宗⾕暖流
リマン
海流

日本周辺・⻘森県周辺の海流
１．日本周辺・⻘森県周辺の海流

⿊潮・親潮
混合水域

親潮

⻘森県周辺

親潮

津軽暖流

冬から春
(沿岸モード)

夏から秋
(渦モード)

沿岸
親潮

7

気象庁 日別表層水温（2024/8/15）
東北周辺 100 m深

気象庁 日別海面水温（2024/8/8）
東北周辺（平年値からの偏差）

気象庁ホームページより
https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/kaikyo/daily/sst_HQ.html
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本日のお話

１．日本海洋科学振興財団について

２．日本周辺・⻘森県周辺の海流

３．津軽暖流の断⾯観測

４．六ヶ所沖係留式ブイによる観測

9

２．津軽暖流の断⾯観測

親潮

津軽暖流

冬から春
(沿岸モード)

夏から秋
(渦モード)

沿岸
親潮

津軽暖流の断面観測
9地点（⻘点）

XCTDによるフェリーを利⽤した水温塩分観測

1

2

3

4
5

6

7

8
9
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２．津軽暖流の断⾯観測

鉛直プロファイル
（水温・塩分）

鉛直断面（水温） 11
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本
州

北
海
道

⑫3月4日

２．津軽暖流の断⾯観測

津軽暖流を横切る水温の断面観測（令和4年）
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：1年移動平均値 ：5年移動平均値

：1年移動平均値
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水温(℃)

津軽暖流の断面観測
9地点（⻘点）

観測線上100 m深における水温の経年変化
（平成18年〜令和4年12月）

13

２．津軽暖流の断⾯観測（六ヶ所沖海洋データ発信サイト）

六ヶ所沖海洋デー

タ発信サイト
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２．津軽暖流の断⾯観測（六ヶ所沖海洋データ発信サイト）

六ヶ所沖海洋デー

タ発信サイト

15

本日のお話

１．日本海洋科学振興財団について

２．日本周辺・⻘森県周辺の海流

３．津軽暖流の断⾯観測

４．六ヶ所沖係留式ブイによる観測
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３．六ヶ所沖係留式ブイ

⻘森県周辺の海流

親潮

津軽暖流

冬から春
(沿岸モード)

夏から秋
(渦モード)

沿岸
親潮

係留式ブイ

流向流速計

17

・・・・津軽暖流の暖水渦の発達に関係・夏期に強い南向きの流れが現れる。

六ヶ所村沿岸の流れ
北

南

⻄ 東

＜1週間の変化＞

＜1年間の変化＞

流れの向き

観測位置

・・・・潮流の影響
・南北⽅向の流れが主
・約1日周期の変動がある（⼤きさは時期により変化）

３．六ヶ所沖係留式ブイ

-100
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0

50

100

（
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s
-
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）

観測値（5分間隔） 25時間移動平均

1月      2月      3月      4月      5月      6月      7月      8月      9月     10月     11月    12月

 2023年（令和5年）

南
向

き
←

　
→

北
向

き流速（南北成分）

流速ベクトルcm/s

2023年

(参考) T. In, T. Kuji, H. Kofuji, T. Nakayama (2023)：Diurnal coastal trapped waves propagating along the east 
coast of the Shimokita Peninsula, Japan, Journal of Oceanography, DOI:10.1007/s10872-023-00703-7 18- 22 -- 22 -



３．六ヶ所沖係留式ブイ（六ヶ所沖海洋データ発信サイト）

六ヶ所沖海洋デー

タ発信サイト

19

３．六ヶ所沖係留式ブイ（六ヶ所沖海洋データ発信サイト）

六ヶ所沖海洋デー

タ発信サイト
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３．六ヶ所沖係留式ブイ（六ヶ所沖海洋データ発信サイト）

21

まとめ

津軽暖流の断面観測から、夏に太平洋へ⼤きく張り出す津軽暖
流の季節変動を紹介しました。

係留式ブイの観測から、六ヶ所村沖の流れの特徴を紹介しました。

海洋財団で公表している六ヶ所沖海洋データ発信サイトを紹介し
ました。

ご清聴ありがとうございました。
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講演内容等の問合せ先 ： 青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字家ノ前１番７ 

             公益財団法人 環境科学技術研究所  

                        共創センター 共創推進課 

TEL 0175-71-1240 




